
沼津市提供

ぬまづの宝百選 から

・会員研修会１  2

・会員研修会２．安全就業、標語募集 3

・理事会・部会等活動、技能講習 4

・職群班・地区等活動、新入会員紹介 5

・いきいきプラザ 6.7

・行事予定、事務局体制、お知らせ 8

おもな内容

香貫山香陵台の桜

会員数　合計　1,174人（R2.3末現在）
　　　　　　　男 808人　女 366人

標高 193 ｍの香貫山は、市街地に隣接した沼津市
のシンボルとして親しまれている。

山頂付近の展望台からは沼津市街地や駿河湾が一
望でき、富士山の眺望も素晴らしい。

中腹にある香陵台には、戦没者を慰霊する五重塔
や若山牧水の歌碑が建立されている。広場を囲む桜
は、薪を燃料としていた頃に植えられたといわれて
おり、春には満開の桜を楽しむ人々で賑わう。

いきいき
シルバー沼津

令和２年４月15日

（公社）沼津市シルバー人材センター
〒410-0867 沼津市本字千本1910番地の206
　　　　　  千本プラザ内
☎055-964-1153・FAX055-964-1156
http://triton.dataeast.jp/~numazu-sjc/
E-mail numazu.sjc@theia.ocn.ne.jp
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誤
嚥（
ご
え
ん
）防
止
と
接
遇
マ
ナ
ー

向
上
を
テ
ー
マ
に
、
会
員
研
修
会
が
開

催
さ
れ
、
２
０
０
余
名
が
参
加
し
た
。

日
時  

２
月
20
日
（
木
）

場
所　

千
本
プ
ラ
ザ
音
楽
ホ
ー
ル

誤
嚥
（
ご
え
ん
）
性
肺
炎
予
防

　
「
食
べ
る
幸
せ
い
つ
ま
で
も
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
メ
デ
ィ
カ
ル
ケ
ア
協
会  

東
京
代
表
理
事　
小
野 

有
香
里
氏

《
研
修
の
ポ
イ
ン
ト
》

·
誤
嚥
と
は
、
水
分
や
食
べ
物
、
だ
液

等
が
食
道
で
な
く
、
誤
っ
て
気
管
か

ら
肺
に
入
っ
て
し
ま
う
こ
と
。

·
誤
嚥
性
肺
炎
は
、
誤
嚥
を
繰
り
返
す

こ
と
で
引
き
起
こ
さ
れ
る
肺
炎
。

·
肺
炎
で
死
亡
す
る
97
％
以
上
が
65
歳

以
上
。
高
齢
者
の
肺
炎
の
多
く
は
誤

嚥
性
肺
炎
が
原
因
。

·
高
齢
者
は
食
べ
る
筋
力
や
反
射
の
働

き
が
衰
え
て
飲
み
込
む
タ
イ
ミ
ン
グ

　

が
、
ず
れ
や
す
く
な
る
。

·
高
齢
者
は
食
べ
づ
ら
く
、
噛
み
づ
ら

く
、
飲
み
込
み
づ
ら
く
な
る
。

·
食
べ
や
す
い
、
噛
み
や
す
い
、
飲
み

込
み
や
す
い
も
の
だ
け
を
食
べ
て
い

る
と
、
栄
養
が
偏
り
、
食
事
の
量
と

水
分
の
摂
取
量
が
減
り
、
次
第
に
虚

弱
の
連
鎖
に
陥
る
。

·
食
べ
物
を
飲
み
込
む
力
を
低
下
さ
せ

な
い
予
防
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
大
切
。

●
誤
嚥
の
サ
イ
ン
（
左
記
）
に
注
意
！

·
お
茶
や
汁
物
で
む
せ
る
こ
と
が
あ
る
。

·
ノ
ド
に
食
べ
物
が
残
る
感
じ
が
す
る
。

·
食
事
や
薬
を
飲
み
込
む
の
に
苦
労
す

る
こ
と
が
あ
る
。

·
食
べ
る
時
間
が
遅
く
な
っ
た
。

·
時
々
、
口
か
ら
食
べ
物
を
こ
ぼ
す
。

·
食
事
中
や
食
後
に
声
が
変
わ
る
。

·
硬
い
も
の
が
噛
み
に
く
く
な
っ
た
。

·
カ
ゼ
で
も
な
い
の
に
微
熱
が
あ
る
。

·
口
が
渇
き
や
す
い
。

·
よ
く
咳
を
す
る
。

·
睡
眠
中
の
む
せ
な
い
誤
嚥
に
も
注
意
。

●
誤
嚥
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
①

　
「
生
活
習
慣
で
予
防
す
る
」

·
口
の
中
を
き
れ
い
に
。
歯
磨
き
と
入

れ
歯
の
洗
浄
を
欠
か
さ
な
い
。

·
き
ち
ん
と
合
っ
た
入
れ
歯
を
使
う
。

·
大
口
食
い
、
早
食
い
、
な
が
ら
食
べ
、

は
し
な
い
。

·
食
事
は
、
ゆ
っ
た
り
落
ち
着
い
た
気

持
ち
で
ひ
と
口
ひ
と
口
味
わ
っ
て
。

·
唇
を
閉
じ
て
、
舌
を
上
あ
ご
に
つ
け

て
、食
べ
物
を
う
し
ろ
に
送
り
込
む
。

·
飲
み
込
む
と
き
は
下
向
き
姿
勢
。

·
食
後
は
、
す
ぐ
に
横
に
な
ら
な
い
。

·
食
べ
る
力
に
合
わ
せ
て
調
理
を
工
夫
。

●
誤
嚥
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
②

　
「
食
べ
る
力
を
鍛
え
て
予
防
す
る
」

·
噛
む
力
、
飲
み
込
む
力
、
エ
ヘ
ン
と

咳
で
出
す
力
を
鍛
え
る
。

·
食
事
の
前
に
、
首
と
肩
の
ス
ト
レ
ッ

チ
。
舌
や
ノ
ド
の
動
き
が
な
め
ら
か

に
な
り
、誤
嚥
予
防
に
効
果
が
あ
る
。

·
「
パ
・
タ
・
カ
・
ラ
」
発
声
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
で
、飲
み
込
み
力
を
ア
ッ
プ
。

◆
嚥
下
（
え
ん
げ
）
力
を
上
げ
る
体
操

①
口
を
す
ぼ
め
て
呼
吸

②
く
び
を
回
す

③
肩
の
上
下
運
動

④
胸
郭
の
運
動

⑤
舌
の
運
動

⑥
唇
と
ほ
ほ
の
運
動

⑦
口
の
運
動

⑧
深
呼
吸

·
「
食
べ
に
く
く
な
っ
た
」「
む
せ
る
こ

と
が
多
く
な
っ
た
」
ら
医
師
に
相
談
。

◎
受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

「
誤
嚥
の
こ
わ
さ
が
よ
く
わ
か
っ
た
。」

「
歯
磨
き
、
発
声
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
嚥
下

力
ア
ッ
プ
体
操
、
続
け
て
い
き
ま
す
。」

会 

員 

研 

修 

会

「パ・タ・カ・ラ」
発声トレーニング
で、口と舌の力を
鍛えよう！
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安
全
向
上
の
標
語
を
募
集

㈲
グ
ロ
ー　
根
上　
裕
恵
氏
（
上
）　

田
口
奈
緒
美
氏
（
下
）　

·
接
遇
マ
ナ
ー
の
基
本
は
お
も
い
や
り
。

·
第
一
印
象
は
「
服
装
、
表
情
、
態
度
」

と
「
挨
拶
」
で
決
ま
る
。

·
挨
拶
は
、心
を
開
い
て
相
手
に
迫
る
。

·
お
辞
儀
は
、「
語
先
後
礼
」。
目
を
見

て
、
言
葉
を
か
け
て
お
辞
儀
。

·
仕
事
は
事
前
打
合
せ
で
始
ま
り
報
告

で
完
結
。そ
の
間
に
相
談
と
連
絡
を
。

·
報
告
は
、
鮮
度
と
正
確
さ
が
命
。

　

簡
潔
に
要
領
よ
く
事
実
を
伝
え
る
。

·
記
憶
よ
り
記
録
。
大
事
な
こ
と
は
必

ず
メ
モ
に
残
す
。

·
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
注
意
す
る
こ
と
。

　

セ
ン
タ
ー
は
、
前
年
度
に
策
定
し
た

５
箇
年
の「
安
全
就
業
推
進
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
、
会
員
の
安
全
就
業
の
徹
底

に
努
め
て
き
た
。

　

基
本
計
画
は
、
会
員
の
安
全
意
識
の

高
揚
と
セ
ン
タ
ー
の
組
織
的
な
安
全
管

理
の
推
進
に
よ
り
、
事
故
を
防
止
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

セ
ン
タ
ー
は
、
安
全
管
理
委
員
会
を

中
心
に
、
安
全
教
育
や
巡
回
調
査
、
啓

発
活
動
等
を
実
施
し
、
会
員
は
、「
安
全

心
得
10
箇
条
」（
下
記
）
を
守
り
、
事
故

の
防
止
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
安
全
向
上
に
関

す
る
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ　
　

事
故
防
止
・
健
康
管
理

応
募
点
数　

１
人
２
点
ま
で

応
募
期
限　

令
和
２
年
５
月
８
日（
金
）

応
募
方
法　

セ
ン
タ
ー
に
提
出
ま
た
は
、

　
　
　
　
　

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
郵
送

　

入
選
者（
最
優
秀
賞
、優
秀
賞
、佳
作
）

に
は
表
彰
状
と
賞
金
を
贈
呈
し
、
作
品

は
定
時
総
会
や
安
全
啓
発
活
動
に
活
用

す
る
と
と
も
に
、
国
、
県
等
の
安
全
標

語
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
し
ま
す
。

接
遇
マ
ナ
ー
研
修

「
感
じ
の
良
い
人
は
得
を
す
る
」

安
全
就
業
の
推
進
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安全心得10箇条

①　安全第一を心掛け、急がずあわてずに 
②　道具類は、使用前に必ず点検
③　作業に合った動きやすい服装、履物で  
④　作業前は、体操で体をほぐす
⑤　加齢での機能低下を意識し無理しない
⑥　作業現場は、常に整理整頓
⑦　共働作業は、合図・連絡を正確に
⑧　帰宅するまで仕事のうち、交通事故に遭わない、起こさない
⑨　健康に注意！いつも健康な状態で
⑩　仕事の前日は、十分に睡眠をとる



沼
津
市
長
及
び
沼
津
市
議
会
副
議
長
へ
、

セ
ン
タ
ー
事
業
へ
の
支
援
を
要
望

　

令
和
２
年
１
月
17
日
（
金
）

令
和
元
年
度
第
５
回
理
事
会

　

令
和
２
年
１
月
17
日
（
金
）

報
告
事
項

·
正
会
員
の
入
会

　

男
11
人　

女
３
人　

計
14
人

·
部
会
等
活
動
報
告

·
事
業
実
施
状
況
他

令
和
元
年
度
第
６
回
理
事
会

　

令
和
２
年
３
月
９
日
（
月
）

議　

事

○
セ
ン
タ
ー
事
務
局
職
員
の
給
与
及
び

旅
費
支
給
規
程
の
一
部
改
正

○
令
和
２
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算

○
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
の
選
任

報
告
事
項

·
正
会
員
の
入
会

　

男
３
人
、
女
性
７
人　

計
10
人

·
部
会
等
活
動
報
告

·
事
業
実
施
状
況
他

会
員
研
修
委
員
会
（
2/5
・
3/17
）

·
会
員
研
修
会
実
施
計
画
他

安
全
管
理
委
員
会
（
3/17
）

·
元
年
度
事
故
発
生
状
況

シ
ル
バ
ー
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
2/7
）

·
シ
ル
バ
ー
ま
つ
り
実
施
報
告

公
平
適
正
就
業
推
進
委
員
会
（
2/14・3/5
）

·
「
特
定
の
業
務
」
応
募
者
の
選
考

令
和
２
年
２
月
12
～
14
日
（
３
日
間
）

　

沼
津
御
用
邸
記
念
公
園
で
、
会
員
対

象
の
講
習
会
を
開
催
。
参
加
者
11
名
は

生
垣
刈
込
み
や
、
針
葉
樹
と
落
葉
樹
の

剪
定
実
習
の
基
礎
講
習
を
受
講
し
た
。

受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

「
道
具
の
使
い
方
か
ら
剪
定
の
手
順
ま

で
勉
強
に
な
っ
た
。
自
己
流
を
反
省
。」

「
造
園
業
主
の
講
師
か
ら
仕
事
に
対
す

る
心
構
え
を
聞
く
こ
と
が
で
き
感
謝
。」

「
習
っ
た
実
技
を
活
用
し
た
い
。
他
の

会
員
に
も
受
講
を
す
す
め
て
ほ
し
い
。」

令
和
２
年
３
月
10
～
13
日
（
４
日
間
）

　

高
齢
者
就
業
セ
ン
タ
ー
作
業
所
で
開

催
。
受
講
者
５
名
は
、
細
い
篠
竹
を
網

代
編
み
し
て
、
幅
半
間
（
約
90
㎝
）
の

沼
津
垣
を
製
作
、
自
宅
に
設
置
し
た
。

理 

事 

会 

活 

動

部 

会 

等 

活 

動

沼
津
垣
製
作
講
習

福
祉・家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
講
習

庭
園
サ
ー
ビ
ス
講
習

高齢者等の生活支援の担い手として活動する女性会員の拡大、資質及びサービス向上の講習
会等を高齢者就業センターで開催した。

認知症予防講座
2/19（16 名）

認知症の知識と予防

家事援助会員懇談会
1/22（5 名）

サービス向上に向けて

応募者の選考

食に関する講習
1/10（26 名）

野菜生活で健康増進
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　２地区で懇談会が開催さ
れ、センターから事業実施状
況の報告と、会員増強や就業

拡大などの意見交換が行われた。
　地区懇談会は、センターとの情報交換や会員相
互の親睦を深める大切な機会です。全地区の開催
と、多くの会員の参加が望まれます。
戸田地区　２月 12 日 戸田保健センター 19 名
大平地区　２月 22 日 大平地区センター 13 名

　

１第一地区　　①佐藤　勝巳　①萩原　清至　
　　　　　　　②立川あや子
６第五地区　　①木村なみ江　①長嶋　茂美
　　　　　　　②山口　正一　③関　　　誠
　　　　　　　③諸星　邦親
７開北地区　　①山本　誠一
８片浜東地区　③橋本　洋明　④秋山　輝子
　　　　　　　④望月　義江
９片浜西地区　①麻場　　博　③酒井　令子
11 門池地区　　④坂上　妙子
12 金岡南地区　③佐野　正人　③森　　留男
15 大岡中地区　②向笠　芳秋
16 大岡南地区　③青木　孝道　④越後　君江 
　　　　　　　④佐野　晶彦
17 大岡西地区　①遠藤　幸枝　③市川　裕子
19 愛鷹西地区　①山田　満夫　
　　　　　　　②（南）川口 一彦
20 大平地区　　①渡辺　隆司
21 三浦地区　　①佐藤　治利　②後藤　春子
　　　　　　　③小池　秀俊　③永井　惠代
22 原東地区　　③景山　愛子　④石田　利夫
　　　　　　　④蜂谷かづ江　⑤折笠　辰三
23 原西地区　　③杉本　良悦　③渡辺　　潔
　　　　　　　④奥村　鶴男

　職群班では、グループ内の
連携を図る活動として、懇談
会が開催され、これまでの活

動報告と今後の活動目標などの意見交換が行われ
た。また、班活動の拡大を図るとともに、共働・
共助のもと、健康管理と安全就業に努めることを
確認した。

　この他、下記の職群班が活動しています。
　・愛鷹運動公園 施設清掃班（８名）
　・植木剪定 松本班（６名）
　・上下水道施設 緑地管理班（８名）
　・駐輪班（28 名）
　・沼津市斎場班（６名）

地区活動

新会員の紹介（入会　〜3月16日まで）
（○の番号は班番号）

職群班活動

太平地区懇談会

植木剪定 広町班
11/30（6 名）

今沢
健康と安全が第一

植木剪定 土屋班
12/12（7 名）

岡宮
職群班活動スタート

千本公園清掃・草刈班
12/13（7 名）

箱根町
頼れる仲間たち

愛鷹運動公園班
12/20（7 名）

原
ワンチームで行こう

家事援助 はまゆう班
2/19（7 名）

五月町
奉仕の気持ち大切に
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（
第
一
）

仁
王　

一
成

芹
沢
光
治
良
記
念
館
は
、
沼
津
市
の

名
誉
市
民
で
あ
る
作
家
、
芹
沢
光
治
良

の
生
誕
の
地
か
ら
ほ
ど
近
く
の
我
入
道

公
園
内
の
松
林
の
中
に
あ
る
。

著
名
な
建
築
家
、
菊
竹
清
訓
設
計
の

斬
新
的
な
建
物
に
は
芹
沢
光
治
良
の
多

く
の
書
籍
や
写
真
な
ど
の
ゆ
か
り
の

品
々
が
所
蔵
、
展
示
さ
れ
て
い
る
。

平
成
21
年
春
に
沼
津
市
に
寄
贈
さ

れ
、
同
年
秋
に
開
館
し
た
。
ち
ょ
う
ど

そ
の
年
に
定
年
退
職
し
た
私
に
、
同
館

の
館
長
を
再
就
職
先
に
と
勧
め
ら
れ

た
。郷

土
出
身
の
高
名
な
作
家
と
し
て
の

名
前
は
知
っ
て
い
て
も
、
作
品
を
読
ん

だ
こ
と
も
、
さ
し
た
る
知
識
も
な
い
私

が
務
ま
る
か
と
一
抹
の
不
安
も
あ
っ
た

が
、
定
年
後
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
貴
重

な
機
会
と
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
た
。

着
任
後
の
初
仕
事
は
大
掃
除
だ
っ

た
。
貴
重
な
直
筆
原
稿
や
資
料
は
収
蔵

庫
に
保
存
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
竣
工

後
40
年
を
経
た
館
内
は
、
補
修
と
清
掃

が
急
務
の
状
態
。何
ん
と
か
済
ま
せ
て
、

開
館
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

文
学
館
は
、
一
般
的
に
は
愛
好
家
以

外
は
来
館
者
が
少
な
い
地
味
な
施
設
。

そ
こ
で
多
く
の
方
に
芹
沢
文
学
の
素

晴
ら
し
さ
と
業
績
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
若
い
職
員
た
ち
と
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
い
、
林
芙
美
子
と
の
交
流
や
作
品

の
背
景
を
紹
介
す
る
企
画
展
を
は
じ
め

講
演
会
な
ど
を
開
催
し
た
。

記
念
館
の
ロ
ゴ
入
り
ジ
ャ
ン
パ
ー
を

着
て
、
沼
津
港
飲
食
店
街
で
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
配
り
Ｐ
Ｒ
し
た
こ
と
も
あ
る
。

２
階
の
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
写
真

や
絵
画
の
展
示
、
軽
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。

没
後
20
年
の
平
成
25
年
に
は
、「
第

６
回
沼
津
文
学
祭
」
を
市
制
施
行
90
周

年
記
念
事
業
と
し
て
開
催
。
市
民
文
化

セ
ン
タ
ー
で
小
中

学
生
と
公
募
市
民

に
よ
る
市
民
演
劇

「
芹
沢
光
治
良
・
そ

の
青
春
‐
運
命
の

人
」（
全
２
幕
）
を

３
回
上
演
。
定
員

を
超
え
る
入
場
者

で
大
盛
況
で
あ
っ

た
。記

念
館
が
ア
ニ

メ
「
ラ
ブ
ラ
イ
ブ
！

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
‼
」

の
舞
台
に
な
っ
た

あ
と
は
“
聖
地
巡
礼
”
の
来
館
者
が
急

増
し
た
。

作
品
や
氏
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
興

味
深
く
聞
き
入
り
、
帰
り
に
市
内
の
書

店
で
書
籍
を
購
入
す
る
方
も
い
る
。

若
い
人
た
ち
と
芹
沢
文
学
の
出
会
い

の
場
に
な
っ
た
か
と
思
う
と
嬉
し
い
。

在
職
９
年
間
、
多
く
の
出
来
事
と

人
々
と
の
触
れ
合
い
を
得
て
一
昨
年
退

職
。
来
館
者
も
大
幅
に
増
え
、
貴
重
な

経
験
と
忘
れ
が
た
い
思
い
出
が
出
来
た

こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。（

原
東
）

植
松
み
や
子

公
立
保
育
園
の

給
食
業
務
を
30
年

余
り
続
け
て
、
退
職
し
ま
し
た
。
在
職

中
に
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
頑
張
っ
て

や
っ
て
１
年
ほ
ど
過
ご
し
て
み
る
と
、

家
事
の
繰
り
返
し
だ
け
で
は
終
わ
り
も

メ
リ
ハ
リ
も
な
い
こ
と
に
気
が
付
き
ま

し
た
。

そ
こ
で
、
少
し
だ
け
外
に
出
て
み
よ

う
と
４
年
前
に
シ
ル
バ
ー
会
員
に
登
録

し
ま
し
た
。
孫
の
世
話
が
あ
る
の
で
、

平
日
昼
間
の
短
時
間
が
希
望
と
伝
え
る

と
家
事
援
助
の
紹
介
を
受
け
ま
し
た
。

現
在
３
件
の
高
齢
者
の
お
宅
で
、
洗

濯
や
掃
除
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
い
い
方
ば
か
り
で
、
私
が
来

る
の
を
待
っ
て
い
て
く
れ
ま
す
。

仕
事
中
に
話
し
か
け
ら
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
話
し
相
手
も
仕
事
の
う

ち
と
会
話
を
交
わ
し
ま
す
。

ご
家
族
の
こ
と
や
思
い
出
話
な
ど
尽

き
ま
せ
ん
が
、
心
に
残
る
こ
と
も
聞
く

こ
と
が
で
き
る
の
で
有
意
義
な
時
間
で

す
。
家
事
援
助
は
楽
し
く
て
や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
で
す
。

仕
事
の
な
い
日
は
、
７
人
家
族
の
家

事
を
済
ま
せ
て
か
ら
は
、
自
分
の
時
間

を
持
つ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

公
民
館
の
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
で

は
、
高
齢
者
が
音
楽
や
ゲ
ー
ム
で
楽
し

む
か
た
わ
ら
、
準
備
や
食
事
づ
く
り
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
ま
す
。

週
に
１
度
は
太
極
拳
の
練
習
で
す
。

運
動
不
足
解
消
で
始
め
た
太
極
拳
で
す

が
、
24
式
の
動
作
は
次
第
に
難
し
く
な

り
奥
深
さ
を
実
感
、
昇
級
試
験
に
向
け

て
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

長
く
続
い
て
い
る
趣
味
は
山
歩
き
で

す
。
独
身
時
代
に
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

の
仲
間
に
誘
わ
れ
て
始
め
ま
し
た
が
、

結
婚
と
子
育
て
で
中
断
。
子
供
が
手
を

離
れ
て
か
ら
山
歩
き
の
会
に
入
会
し
ま

し
た
。
会
で
は
、
脚
力
に
応
じ
た
登
山

コ
ー
ス
を
歩
き
ま
す
。

芹
沢
光
治
良
記
念
館
と
私

日
々
の
喜
び
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こ
れ
ま
で
に
、
北
ア
ル
プ
ス
、
南
ア

ル
プ
ス
は
じ
め
、
北
は
、
利
尻
岳
、
大

雪
山
か
ら
男
体
山
（
日
光
）、
宮
之
浦

岳
（
屋
久
島
）
ま
で
の
日
本
百
名
山
の

い
く
つ
か
の
山
々
に
登
り
ま
し
た
。

３
年
連
続
で
娘
と
孫
た
ち
と
富
士
山

に
登
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

菩
提
寺
の
住
職
さ
ん
の
指
導
に
よ
る

御
詠
歌
の
練
習
や
、
年
数
回
の
友
達
と

の
温
泉
旅
行
も
楽
し
み
で
す
。

健
康
シ
ニ
ア
の
元
気
の
秘
訣
は
、
今

日
す
べ
き
用
事
「
今
日
用
（
き
ょ
う
よ

う
）」
が
あ
り
、
今
日
行
く
所
「
今
日

行
（
き
ょ
う
い
く
）」
が
あ
る
こ
と
だ

そ
う
で
す
。

今
日
も
、
神
様
が
与
え
て
く
れ
た
用

事
を
こ
な
し
て
い
く
た
め
に
、
行
く
と

こ
ろ
が
あ
る
私
は
幸
せ
で
す
。

昨
年
、
古
希
を
迎
え
ま
し
た
が
楽
し

み
は
こ
れ
か
ら
。
健
康
で
充
実
し
た
暮

ら
し
に
感
謝
し
て
、
笑
顔
で
過
ご
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
片
浜
東
）

髙
島　

茂
樹

シ
ル
バ
ー
会
員
に
な
り
、
早
や
７
年

に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
、
小
学
校
の
用

務
員
を
５
年
、
夏
季
の
海
岸
清
掃
を
２

期
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
の
母
は
、
１
０
０
歳
ま
で
畑
仕
事

を
し
、
満
１
０
６
歳
で
亡
く
な
り
ま
し

た
。
私
も
母
と
同
様
に
長
生
き
す
る
の

で
は
と
思
う
と
、
こ
れ
と
い
っ
た
趣
味

も
な
く
「
こ
の
先
い
か
に
し
た
ら
元
気

な
日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
か
」

が
切
実
な
テ
ー
マ
で
あ
り
ま
し
た
。

「
目
的
を
も
っ
て
挑
戦
で
き
る
も
の

は
な
い
か
」
と
考
え
て
い
た
時
に
、
用

務
員
の
仕
事
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。　

用
務
員
は
、
現
役
時
代
の
建
築
や
営

繕
の
知
識
と
技
術
を
生
か
せ
る
の
で
感

謝
さ
れ
、
生
徒
や
教
職
員
と
の
毎
日
は

楽
し
く
働
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

更
に
、
こ
こ
で
老
後
に
お
け
る
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク「
郷
土
の
歴
史
を
語
り
継
ぐ
」

を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

き
っ
か
け
は
、
生
徒
た
ち
と
触
れ
合

い
、
会
話
す
る
と
生
徒
た
ち
は
「
ふ
る

さ
と
の
歴
史
」
に
つ
い
て
の
知
識
が
皆

目
な
い
こ
と
に
驚
い
た
こ
と
で
し
た
。

そ
こ
で
、
私
自
身
が
ふ
る
さ
と
の
歴

史
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ

ろ
う
か
と
思
い
立
ち
、
先
ず
身
近
な
片

浜
の
歴
史
か
ら
調
べ
始
め
ま
し
た
。

片
浜
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
出
土
し

た
弥
生
時
代
の
遺
跡
や
遺
物
、
律
令
期

ま
で
の
集
落
の
跡
、
戦
国
時
代
末
期
に

片
浜
の
各
村
に
来
着
し
た
落
人
た
ち
の

こ
と
等
々
、
郷
土
の
歴
史
を
調
べ
れ
ば

調
べ
る
に
つ
れ
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

現
在
は
故
郷
を
歩
き
、
多
く
の
方
々

と
接
し
、
会
話
す
る
健
康
法
を
実
践
し

な
が
ら
史
料
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
作
業
半
ば
な
が
ら
「
我
が

故
郷
、
片
浜
の
歴
史
」
と
題
し
た
本
を

自
主
出
版
し
、
地
区
セ
ン
タ
ー
や
市
立

図
書
館
の
「
沼
津
ふ
る
さ
と
講
座
」
で

講
演
す
る
機
会
も
得
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
健
康
を
維
持
し
地
域

や
子
供
た
ち
の
た
め
、
漫
画
な
ど
も
取

り
入
れ
た
更
に
興
味
深
い
ふ
る
さ
と
の

本
作
り
な
ど
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
を
進
め

て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

老
い
て
夢
を
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☆
定
時
総
会
の
お
知
ら
せ

　

第
70
回
定
時
総
会
を
、
次
の
通
り
開

催
し
ま
す
。

期
日　

令
和
２
年
６
月
26
日
（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分

会
場　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

議
案　

平
成
31
年
度
決
算
報
告
、
事
業

　
　
　

報
告
、
役
員
の
選
任

　

定
時
総
会
は
、
セ
ン
タ
ー
事
業
に
関

す
る
重
要
事
項
を
審
議
す
る
会
議
で

す
。

　

閉
会
後
に
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
会
員
の
出
席
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
議
案
書
は
、
６
月
上
旬
に
配

布
予
定
で
す
。

☆
会
費
納
入
の
お
願
い

　

今
年
度
の
会
費
を
４
月
末
日
ま
で
に

納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

納
入
方
法
は
、
セ
ン
タ
ー
に
届
け
る

か
、
銀
行
、
郵
便
局
、
Ｊ
Ａ
等
か
ら
振

り
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
３
月
に
就
業
し
た
会
員
は
、
４
月
分

の
配
分
金
か
ら
控
除
す
る
の
で
納
入

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
派
遣
会
員
は
、
賃
金
か
ら
控
除
で
き

な
い
の
で
、セ
ン
タ
ー
に
届
け
る
か
、

金
融
機
関
か
ら
振
り
込
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

「
会
員
向
け
就
業
情
報
」
を
掲
載

　

発
注
者
か
ら
依
頼
さ
れ
た
仕
事
の
情

報
（
職
種
、
就
業
場
所
、
就
業
日
、
配

分
金
額
等
）
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
、
随
時
更
新
し
て
い
ま
す
。

　

仕
事
を
希
望
し
て
い
る
方
や
現
在
ど

ん
な
仕
事
が
あ
る
の
か
知
り
た
い
方

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

の
「
お
知
ら
せ
」、「
会
員
向
け
就
業
情

報
」
欄
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

希
望
の
仕
事
が
見
つ
か
っ
た
方
や
詳

し
い
内
容
を
聞
き
た
い
方
は
セ
ン
タ
ー

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
検
索
方
法

　
「
沼
津
市
シ
ル
バ
ー
」
で
検
索
、「
沼

津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
サ
イ
ト

移
転
の
お
知
ら
せ
」
を
選
択
し
ま
す
。

「
お
気
に
入
り
」
に
登
録
し
て
下
さ
い
。

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
ご
意
見
、

ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◇
片
付
け
セ
ミ
ナ
ー
（
５
／
27
（
水
））

　

講
師　

暮
ら
し
の
ス
タ
イ
リ
ス
ト

　

内
容　

整
理
・
整
頓
の
ア
イ
デ
ア

◇
草
刈
機
取
扱
い
講
習
（
６
月
）

　

講
師　

農
業
機
械
整
備
技
能
士

　

内
容　

法
令
、
安
全
対
策
、
草
刈
実
習

◇
体
操
講
習
（
７
／
21
（
火
））

　

講
師　

ウ
エ
ル
ネ
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　

内
容　

ス
ト
レ
ッ
チ
と
筋
力
ア
ッ
プ

◇
パソ
コ
ン
基
礎
講
習
（
７
月
、
２
日
間
）

　

講
師　

Ｐ
Ｃ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　

内
容　

基
本
操
作
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

※
詳
細
は
、広
報
ぬ
ま
づ
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

講
習
会
予
定（
５
月
〜
７
月
）

最
新
の
求
人
情
報
を
紹
介

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」を
充
実

令和２年度 行事予定
定時総会	 ６月26日（金）
日帰りバス旅行	 ９月下旬
ぬまづシルバーまつり	 11月 15日（日）
会員研修会	 ２月下旬
清掃奉仕活動	 ３月中旬
技能講習、家事援助講習		 8 月以降は次号掲載
御用邸花苗ボランティア	 毎月第２金曜日
野菜づくりボランティア	 5月～10月
安全パトロール	 随時
※詳細は、会報、ＨＰ等でお知らせします。
　多くの会員の参加をお待ちしています。

令和 2 年度 事務局体制（担当業務・地区等）
局 長　大　木　事務総括
次 長　石　川　総括補佐、学校用務員、（大平、三浦、市外、NTT、西部浄化Ｃ）
主 事　工　藤　（第五、金岡、大岡）
主 事　栗　田　（片浜、今沢、愛鷹、原、浮島）
主 事　坂　井　（第三東、第三西・我入道、開北、門池）
主 事　佐々木　公共事業
主 事　杉　山　公共事業、技能講習、高齢者就業センター、（戸田）
主 事　土　屋　（第一、第二、第四）
主 事　中　村　福祉・家事援助、訪問理髪、地域組織、会員管理
主 事　山　下　経理、庶務、シルバー派遣総括
臨 時　阿　部　就業コーディネーター、新規開拓、会報
臨 時　下　山　就業開拓、会員拡大、職群班、公共事業補助

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
マ
ス
ク
、

手
洗
い
、
う
が
い
、
消
毒
等
の
感

染
予
防
と
日
頃
の
健
康
管
理
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
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